
挑む議会に、挑む町
民の声を！

粕屋町の未来を共にカタチ創る
パートナーを求めています
粕屋町の未来を共にカタチ創る
パートナーを求めています 20名

募集！！

皆さまのご応募を
お待ちしています

！

・議会の傍聴(ネット配信 視聴可能）
・各種広報への意見(議会だより・ＳＮＳ)
・意見交換会の参加 など 
　※無理のない範囲でOK！

・議会の傍聴(ネット配信 視聴可能）
・各種広報への意見(議会だより・ＳＮＳ)
・意見交換会の参加 など 
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主な活動内容

https://www.town.kasuya.fukuoka.jp/li/080/index.html
※本紙 表紙のQRコードから

詳細は粕屋町議会ホームページを参照

粕屋町議会局
TEL：092-938-0161
gikai@town.kasuya.fukuoka.jp             

お問い合わせ

粕屋町に住む・通う18歳以上の方
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令和８年4月２日（木）・３日（金）
「政策形成サイクルの確立と委員会での具体的実践について」

一般社団法人
地方公共団体
政策支援機構

上席研究員 
渡辺 太樹氏
わたなべ 　たい　き

　『研修は知識を得る場ではない。
 　　未来を創る力を磨く場である。』

　前回学んだ「能動的に動く議会」を
一歩前へ進めるため、今回は町が抱え
るさまざまな「違和感」を出発点に委員
会で議員間討議を実施しました。議会
として何を課題と捉え、どう行動すべき
かを自ら考え抜く、実践型の研修とな
りました。

　粕屋町議会共催による地方議会
活性化フォーラムを開催しました。
　全国トップクラスの議会改革に
取り組む北海道登別市議会前議長
辻ひろし議員、北海道鷹栖町議会
青野敏議員を招き、「開かれた議
会」の実践を共有。当日は全国か
ら多くの議員が集い、住民参加や
議会改革の未来を議論しました。
　粕屋町から地方議会の新たな可
能性を発信する機会となりました。

実 施 日
テーマ

議会改革・活性化の取り組みについて
　「挑む議会」を掲げて進める議会改
革・活性化の取り組みを紹介しまし
た。議会局への移行や議会モニター制
度など、議会のあるべき姿を追求する
粕屋町議会の挑戦をお伝えしました。       

岡山県美咲町議会 議会運営委員会の皆さま 令和８年6月24日（水）実施日
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粕屋町議会史上初
議場フリースピーチの開催
粕屋町議会史上初
議場フリースピーチの開催

議員研修会の実施議員研修会の実施

全国各地から視察にお越しいただいています

対話による地方議会活性化
フォーラムｉｎ粕屋

フリースピーチとは？
町民の皆さまの声を直接議
会に届ける新たな取り組み
です。議会と町民が対話を
重ねながら、共に考え、共
に創るまちづくりを目指し
ています。

　「挑む議会」の実践として、議会モニター(CCP)2名による議場フリースピーチを試行
的に実施しました。議会と町民が共に創るまちづくりへの新たな一歩となりました。

　議員のみならず、町長
をはじめ執行部も傍聴
し、町民の提案に真剣に
耳を傾けていました。
　今後は一日も早く、町
民がどなたでも参加でき
るフリースピーチの仕組
みを整えていきます。
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心よりお慶びを
　　　　　 申し上げます

　安川俊彦元議長が高齢者叙勲の旭日単光章（地
方自治功労）を受章されました。長年にわたり町
政及び議会の発展に尽力され、そのご功績が認め
られたことを大変喜ばしく思います。これまでの
ご功績に深く敬意と感謝を申し上げます。

（ご本人コメント）
　今回はこのような名誉を賜り、心より感謝
申し上げます。現役時代を振り返りますと、
「糟屋6町合併協議会の設置」を巡る議長裁決
と、「議会基本条例」を全会一致で制定できま
したことは、今も忘れることのできない思い
出です。今後とも粕屋町議会に変わらぬご厚
情を賜りますようお願い申し上げます。

■契約の金額：２８３８万円（税込み）
　※財源は、福岡空港環境整備助成事業を活用　
　　　　　　　 １１３５万円（補助率４０％）
■契約の相手方：株式会社九州防災センター　
　　　　　　 　代表取締役　永江 昭浩
■契約の期間：令和９年３月３１日まで

　使用開始から１９年が経過した粕屋町消防団第２分団（受持ち区域／上大隈区）
消防ポンプ自動車が条件付一般競争入札により落札されました。

　閉園した仲原幼稚園を、定員60人規模の保育所として再整備するための改修工事が、条
件付一般競争入札により落札されました。

■契約の金額：3億5827万4400円(税込み)
■契約の相手方：因建設株式会社
　　　　　　　　代表取締役　因 善嗣
■構 造：木造 平屋建て 延床面積709.42㎡
■工 事 期 間：令和9年2月26日まで
　　　　　　　　（令和９年4月開所予定）

〇議案第６４号　財産の取得について（消防ポンプ自動車）
　（８ページに討論を掲載しています。）

○議案第63号　工事請負契約の締結について（仲原保育所移転改修工事）

　小・中学校で児童・生徒が使用する学習用タブレット端末が更新されます。
■契約の金額 ：２億5225万3386円(税込み)
■契約の相手方 ：株式会社内田洋行 九州支店 支店長 坂口 秀雄
　　　　　　　　（福岡県GIGAスクール推進協議会による
　　　　　　　　公募型プロポーザルでの受託）
■購 入 概 要：タブレット端末（Chromebook コンバーチブル方式）　　　　
　　　　　　　　5301台(町立小・中学校６校計)　　
■契約の期間：令和8年 8月31日まで

○議案第65号　財産の取得について（町立小中学校学習用タブレット端末）

会期は6月5日から6月１６日までの１２日間で開催しました。
　　　　　　　　　（審議結果は８ページに掲載しています。）

令和８年　第２回（６月）定例会

ピ ク
ッ ア プッ

19年間お疲れ様でした
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ワークショップを開催

テーマ①　多様なニーズに応え集える名所
　　　　　駕与丁公園となるためには
テーマ②　町に必要な子どもの居場所とは

　町の未来を熱く語る時間となりました。
いただいたご意見を基に政策提言に向け、
調査・研究を進めていきます。

議会モニター（CCP）会議議会モニター（CCP）会議第3回

令和 8 年 6 月25日(木)
19：30～21：30

「第2回CCP会議で最も多く出された
　 ご意見をさらに深掘り」

日　時
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令和８年４月22日（水）
議員８名
「自治体経営について
－ふるさと納税を中心に－」

自治体経営について勉強会を開催

　福岡県大川市でふるさと納税の推進に取り組み、寄附額の大幅な増額を実現した前市長の倉
重良一氏による勉強会を開催しました。
　講義では、ふるさと納税を増やすための具体的な取り組みや情報発信について説明がありまし
た。実際の成功事例や課題への対応についての説明を受け、自治体の創意工夫が大きな成果に
つながることを学びました。

総務建設常任委員会

実 施 日

前大川市長　倉重 良一 氏
くら しげ りょういち

講　　師

参加人数
テ ー マ

　今回の講義で得た知見を参考に、今後も町の地域資源を生かしたまちづくりや財源
確保のあり方について研究を深めていきます。

令和８年５月10日（日）
10:30～16:00
町民２４名　議員 7 名

「第22回バラまつり」にて広聴活動を実施

　駕与丁公園は遊びや運動ができる魅力ある場として評価される一方、駅からのアクセスや動
線、駐車場、夏場の日陰不足、周辺店舗の少なさが課題であるとの意見をいただきました。
　また、カフェやキャンプ場、釣りや水辺体験、ステージ設置など滞在・体験機能の充実が求めら
れ、併せて水鳥橋の復旧や防犯対策、多言語案内、PR強化や集客力あるイベントの実施により、
観光・スポーツ拠点としての発展を期待しているとのことでした。

日　　時

参加人数
観光と駕与丁公園の魅力向上についてテ ー マ

　今後も、広く町民の意見を聴き、駕与丁公園の魅力向上を町に提言できるように委員
会活動を進めていきます。

文教厚生常任委員会
あれからどうなった？　仲原小の学童に3年生が入れない

請願を全会一致で採択　一般会計補正予算に対する附帯決議

この1年間で町や議会は以下のような対策や調査を実施

　令和 7年 6月、住民団体から「1年以内に仲原小学校の学童保育の待機児童（48名）が解消
されない場合、閉園予定の仲原幼稚園を学童施設として活用すること」を求め
る請願が提出され、全会一致で採択しました。また、これと併せて、老朽化が進
む仲原保育所の早期解決も急務であったことから、「学童保育の環境改善」と
「保育所の改修」を同時に進めるよう強く求める附帯決議を付しました。

待機児童数が大幅に減少

・【令和7年 夏休み】他校での緊急受け入れ：町は定員に余裕がある「粕屋西小学童」で、仲原小
の3年生を受け入れました。
・【令和8年4月】空き教室を学童に変更：町は仲原小学校の空き教室を1つ学童に変更し、定員
を160人から200人（＋40人）に増やしました。
・【令和8年5月】他自治体での取り組みを視察：委員会では福岡市の小学校を訪ね、放課後の学校
を生かした子どもの居場所づくり(わいわい広場)を視察し、町に生かせるヒントを学びました。

◆その他の委員会活動
  ・令和8年6月4日（木）：大川小学校 避難訓練の様子を視察しました。

　子どもたちが放課後を笑顔で、安心して過ごせる「居場所」をつくることは、子育て
をする全ての人が安心して働くためにも、とても大切なことです。これからも町の様子
をしっかり見守りながら、子育てしやすいまちづくりを目指して取り組んでいきます。

学童保育所待機児童数(令和8年5月1日現在) (人)

学童保育所名

大川小学童保育所

仲原小学童保育所（※教室増）

粕屋西小学童保育所

粕屋中央小学童保育所

合　　　　 計

定員数

160

200

200

160

720

入所児童数

151

189

149

159

648

待機児童数

0

0

0

8

8
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ー
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問
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問
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問
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問
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問
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問
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問
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令和８年４月22日（水）
議員８名
「自治体経営について
－ふるさと納税を中心に－」

自治体経営について勉強会を開催

　福岡県大川市でふるさと納税の推進に取り組み、寄附額の大幅な増額を実現した前市長の倉
重良一氏による勉強会を開催しました。
　講義では、ふるさと納税を増やすための具体的な取り組みや情報発信について説明がありまし
た。実際の成功事例や課題への対応についての説明を受け、自治体の創意工夫が大きな成果に
つながることを学びました。

総務建設常任委員会

実 施 日

前大川市長　倉重 良一 氏
くら しげ りょういち

講　　師

参加人数
テ ー マ

　今回の講義で得た知見を参考に、今後も町の地域資源を生かしたまちづくりや財源
確保のあり方について研究を深めていきます。

令和８年５月10日（日）
10:30～16:00
町民２４名　議員 7 名

「第22回バラまつり」にて広聴活動を実施

　駕与丁公園は遊びや運動ができる魅力ある場として評価される一方、駅からのアクセスや動
線、駐車場、夏場の日陰不足、周辺店舗の少なさが課題であるとの意見をいただきました。
　また、カフェやキャンプ場、釣りや水辺体験、ステージ設置など滞在・体験機能の充実が求めら
れ、併せて水鳥橋の復旧や防犯対策、多言語案内、PR強化や集客力あるイベントの実施により、
観光・スポーツ拠点としての発展を期待しているとのことでした。

日　　時

参加人数
観光と駕与丁公園の魅力向上についてテ ー マ

　今後も、広く町民の意見を聴き、駕与丁公園の魅力向上を町に提言できるように委員
会活動を進めていきます。

文教厚生常任委員会
あれからどうなった？　仲原小の学童に3年生が入れない

請願を全会一致で採択　一般会計補正予算に対する附帯決議

この1年間で町や議会は以下のような対策や調査を実施

　令和 7年 6月、住民団体から「1年以内に仲原小学校の学童保育の待機児童（48名）が解消
されない場合、閉園予定の仲原幼稚園を学童施設として活用すること」を求め
る請願が提出され、全会一致で採択しました。また、これと併せて、老朽化が進
む仲原保育所の早期解決も急務であったことから、「学童保育の環境改善」と
「保育所の改修」を同時に進めるよう強く求める附帯決議を付しました。

待機児童数が大幅に減少

・【令和7年 夏休み】他校での緊急受け入れ：町は定員に余裕がある「粕屋西小学童」で、仲原小
の3年生を受け入れました。
・【令和8年4月】空き教室を学童に変更：町は仲原小学校の空き教室を1つ学童に変更し、定員
を160人から200人（＋40人）に増やしました。
・【令和8年5月】他自治体での取り組みを視察：委員会では福岡市の小学校を訪ね、放課後の学校
を生かした子どもの居場所づくり(わいわい広場)を視察し、町に生かせるヒントを学びました。

◆その他の委員会活動
  ・令和8年6月4日（木）：大川小学校 避難訓練の様子を視察しました。

　子どもたちが放課後を笑顔で、安心して過ごせる「居場所」をつくることは、子育て
をする全ての人が安心して働くためにも、とても大切なことです。これからも町の様子
をしっかり見守りながら、子育てしやすいまちづくりを目指して取り組んでいきます。

学童保育所待機児童数(令和8年5月1日現在) (人)

学童保育所名

大川小学童保育所

仲原小学童保育所（※教室増）

粕屋西小学童保育所

粕屋中央小学童保育所

合　　　　 計

定員数

160

200

200

160

720

入所児童数

151

189

149

159

648

待機児童数

0

0

0
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8
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「財産の取得（消防ポンプ自動車）」
についての討論　　

福永 善之反対
討論 本田 芳枝賛成

討論

　反対の理由は、１㎢に１台の
消防車を配置する必然性がな
いから。町の面積は、約14㎢。
町には、常備消防の消防署が
２つ、非常備消防の消防団が
14分団（消防車15台）。以前
は、常備消防がなく、非常備消
防で消防車を所有する意義は
あった。新しい設備を導入す
る場合、古い設備をやめると
いう考えが行政運営に必要だ。

　近年の大規模災害では、消
防団が地域防災の最前線で
重要な役割を果たしている。
本町においても、消防団は住
民の生命と財産を守る中核的
存在だ。消防ポンプ自動車の
更新は、災害時の迅速・確実
な活動を支える重要な投資で
あり、地域防災力の維持・向
上につながることから、本議
案に賛成する。

　有事の際に確実に機能する
かどうかの判断が大切であ
る。購入後19年を経過してお
り、たとえ現在走行できても
ポンプ性能の低下、故障時の
修理困難、災害時に故障のリ
スクなどを勘案すると購入す
べきである。地域防災の要と
して各地域に備えることが大
切である。

議案
64号

ほん　だ　　 よし　 え

田代　勘賛成
討論

た　しろ さだむふく なが よし　ゆき

粕屋町議会
イメージ
キャラクター
「かすカモ」

右の二次元コードより
本会議の様子をホームページでも
ご覧になれます。

議案
番号

議案
番号

以下の議案は令和８年６月定例会にて全会一致で原案通り可決（承認・同意）しました
◎議案名 ◎議案名

39

55

56
57
60
61
62
63
65

専決処分の承認（税条例の一部改正）

地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正

農業委員会委員の任命同意
安河内 郁男 氏・長 正治 氏・田代 三千雄 氏・安河内 渉 氏
藤 信一 氏・渋田 武治 氏・小林 亜紀子 氏

やすこうち

とうしんいち しぶ た  たけ じ こばやし あ き こ

ちょうまさはる たしろ  み  ち  おくにお

農業委員会委員の任命同意（再任）
池田 喜男 氏・瓜生 俊二 氏・西村 茂信 氏・安川 喜代昭 氏
安川 利正 氏・松井 典子 氏・江口 典子 氏

いけだ　よし お うりう しゅんじ にしむらしげのぶ やすかわ き よ あき

やすこうち わたる

教育委員会委員の任命同意（本原 良光 氏）
令和８年度 一般会計補正予算（第１回）
令和８年度 介護保険特別会計補正予算（第１回）
工事請負契約の締結（有崎井堰 改修工事）
工事請負契約の締結（粕屋西小学校　第１期大規模改修工事）
工事請負契約の締結（仲原保育所移転改修工事）
財産の取得（町立小中学校学習用タブレット端末）

議
案
番
号

一目でわかる審議結果
末
若 

憲
治

安
藤 
和
寿

山
𦚰 
秀
隆

宮
﨑 
広
子

本
田 

芳
枝

小
池 

弘
基

田
川 

正
治

川
口

　 晃

福
永 

善
之

案
浦 

兼
敏

杉
野 

公
彦

田
代

　 勘

古
家 

昌
和

川
崎 

尚
子

牟
田
口
直
輝

堀
本 

高
良

賛
成（
人
）

採
決
結
果

◎議案名
（わかりやすい文言に置き換えています）

〇⇒賛成　●⇒反対　―⇒退席　欠⇒欠席 ※議長は採決に加わりません

令和８年６月定例会に提出されたのは、議案27件です。

40

58

59

64

12

13

13

14

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

●

●

●

●

〇

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部改正）

令和８年度 国民健康保険特別会計補正予算（第１回）

令和８年度 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）

財産の取得（消防ポンプ自動車）

承
認    可
決
可
決
可
決

▶
定
例
会

　
　開
会
日

▶
定
例
会

　
　閉
会
日

41・42
43・46
48・51
53
44・45
47・49
50・52
54

やすかわとしまさ まつい　のり こ えぐち　のりこ

町政を問う　一般質問
　一般質問は定例会で行われ、粕屋町では会期の始めに行っています。議員は町政全般にわたっ
て、町長など執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で１問１答※で行います。

　一般質問は定例会で行われ、粕屋町では会期の始めに行っています。議員は町政全般にわたっ
て、町長など執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で１問１答※で行います。 ※質問、答弁を理解するまで

　繰り返す方法

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を議員責任の下に掲載しております。
また写真なども議員提出によるものを掲載しています。
詳細は会議録【ホームページに掲載】をご参照ください。

令和８年６月
８日～10日実施

① 寺子屋事業の環境差の認識は

① 自治体のフロントヤード改革が町独自戦略では

① 農業用水路の浚渫等の支援は

① 施設の在り方や道路環境をどう考えるか

① 重層的支援体制整備、具体的事業は

① 公共公益施設の提案がないのか

① 英語検定料助成事業の対象拡大は
② ドッグラン等で公園の活性化は

① 電話対応にAIを取り入れては

① かすたまちゃんを活用した戦略は

① 中期財政見通しで赤字が続く主な要因は

① 中小企業振興条例の制定を

① 河川の浚渫、改めて県に要望を
② 地震災害への対策は

掲載は
質問順としています。堀本 高良 議員9P 川崎 尚子 議員12P

福永 善之 議員10P

安藤 和寿 議員10P

山𦚰 秀隆 議員11P

案浦 兼敏 議員11P

田川 正治 議員11P

古家 昌和 議員13P

川口 晃 議員13P

宮﨑 広子 議員14P

杉野 公彦 議員14P

本田 芳枝 議員15P

堀
本 
高
良

ほ
り 

も
と    
た
か 

よ
し

議員

動画はコチラから

　英
語
検
定
料
助
成
事
業
の
成
果
検

証
と
対
象
拡
大
の
再
検
討
は
。

　同
事
業
導
入
以
降
、多
く
の
生
徒
が

受
験
。英
検
は
具
体
的
な
目
標
設
定
と

達
成
感
を
提
供
す
る
機
会
と
な
り
、合

格
し
た
生
徒
の
姿
か
ら
ク
ラ
ス
や
学

校
全
体
と
し
て
学
習
へ
の
取
り
組
み
が

活
性
化
し
て
い
く
と
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、助
成
対
象
の
拡
大
は
来
年
度
に

向
け
新
た
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　小
学
3
・
4
年
生
へ
の
拡
大
や
準

2
級
、2
級
の
助
成
。ま
た
、高
校
生

も
対
象
に
す
る
の
は
ど
う
か
。

　具
体
的
な
検
証
、検
討
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、2
級
や
準
2
級
に
つ
い

て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。

高
校
生
以
上
に
つ
い
て
は
、中
学
校

教
育
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
お

り
、検
討
は
し
て
い
な
い
。

　

　ワ
ン
ヘ
ル
ス
啓
発
施
設
の
進
捗
と

今
後
の
展
開
は
。

　駕
与
丁
公
園
で
今
年
1
月
に
落
ち

葉
拾
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
。3
月
に
ワ
ン
ヘ
ル
ス
看
板
、4

月
に
健
康
器
具
6
基
を
設
置
し
た
。

5
月
に
開
催
し
た
バ
ラ
ま
つ
り
で
は
、

健
康
ク
イ
ズ
の
中
に
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の

問
題
を
取
り
入
れ
、知
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
た
。

　身
近
に
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
視
点
が
学

べ
、興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
庁
内
を
横
断
、連
携
し
て
啓
発

施
設
と
し
て
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　ド
ッ
グ
ラ
ン
等
を
設
置
し
、公
園

の
活
性
化
や
充
実
を
図
る
考
え
は
。

　ワ
ン
ヘ
ル
ス
は
、始
ま
っ
た
ば
か
り

で
陣
容
も
お
金
も
必
要
だ
。で
き
る

部
分
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。

堀本堀本

堀本堀本

学校教育課長学校教育課長

都市政策部長町長

英
語
検
定
料
助
成

事
業
の
対
象
拡
大
は

来
年
度
に
向
け
新
た
な

検
討
を
し
て
い
る

学
校
教
育
課
長

もとはら　よしみつもとはら　よしみつ

い  せきい  せき

しゅんせつ

しゅんせつ

ド
ッ
グ
ラ
ン
等
で

公
園
の
活
性
化
は

で
き
る
部
分
か
ら

始
め
た
い
と
思
う
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長
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果
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問
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ッ
ク
ア
ッ
プ

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

挑
む
議
会

挑
む
議
会



9 かすや議会だより№181　夏号 8かすや議会だより№181　夏号

「財産の取得（消防ポンプ自動車）」
についての討論　　

福永 善之反対
討論 本田 芳枝賛成

討論

　反対の理由は、１㎢に１台の
消防車を配置する必然性がな
いから。町の面積は、約14㎢。
町には、常備消防の消防署が
２つ、非常備消防の消防団が
14分団（消防車15台）。以前
は、常備消防がなく、非常備消
防で消防車を所有する意義は
あった。新しい設備を導入す
る場合、古い設備をやめると
いう考えが行政運営に必要だ。

　近年の大規模災害では、消
防団が地域防災の最前線で
重要な役割を果たしている。
本町においても、消防団は住
民の生命と財産を守る中核的
存在だ。消防ポンプ自動車の
更新は、災害時の迅速・確実
な活動を支える重要な投資で
あり、地域防災力の維持・向
上につながることから、本議
案に賛成する。

　有事の際に確実に機能する
かどうかの判断が大切であ
る。購入後19年を経過してお
り、たとえ現在走行できても
ポンプ性能の低下、故障時の
修理困難、災害時に故障のリ
スクなどを勘案すると購入す
べきである。地域防災の要と
して各地域に備えることが大
切である。

議案
64号

ほん　だ　　 よし　 え

田代　勘賛成
討論

た　しろ さだむふく なが よし　ゆき

粕屋町議会
イメージ
キャラクター
「かすカモ」

右の二次元コードより
本会議の様子をホームページでも
ご覧になれます。

議案
番号

議案
番号

以下の議案は令和８年６月定例会にて全会一致で原案通り可決（承認・同意）しました
◎議案名 ◎議案名

39

55

56
57
60
61
62
63
65

専決処分の承認（税条例の一部改正）

地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正

農業委員会委員の任命同意
安河内 郁男 氏・長 正治 氏・田代 三千雄 氏・安河内 渉 氏
藤 信一 氏・渋田 武治 氏・小林 亜紀子 氏

やすこうち

とうしんいち しぶ た  たけ じ こばやし あ き こ

ちょうまさはる たしろ  み  ち  おくにお

農業委員会委員の任命同意（再任）
池田 喜男 氏・瓜生 俊二 氏・西村 茂信 氏・安川 喜代昭 氏
安川 利正 氏・松井 典子 氏・江口 典子 氏

いけだ　よし お うりう しゅんじ にしむらしげのぶ やすかわ き よ あき

やすこうち わたる

教育委員会委員の任命同意（本原 良光 氏）
令和８年度 一般会計補正予算（第１回）
令和８年度 介護保険特別会計補正予算（第１回）
工事請負契約の締結（有崎井堰 改修工事）
工事請負契約の締結（粕屋西小学校　第１期大規模改修工事）
工事請負契約の締結（仲原保育所移転改修工事）
財産の取得（町立小中学校学習用タブレット端末）

議
案
番
号

一目でわかる審議結果
末
若 

憲
治

安
藤 

和
寿

山
𦚰 

秀
隆

宮
﨑 

広
子

本
田 

芳
枝

小
池 

弘
基

田
川 

正
治

川
口

　 晃

福
永 

善
之

案
浦 

兼
敏

杉
野 

公
彦

田
代

　 勘

古
家 

昌
和

川
崎 

尚
子

牟
田
口
直
輝

堀
本 

高
良

賛
成（
人
）

採
決
結
果

◎議案名
（わかりやすい文言に置き換えています）

〇⇒賛成　●⇒反対　―⇒退席　欠⇒欠席 ※議長は採決に加わりません

令和８年６月定例会に提出されたのは、議案27件です。

40

58

59

64

12

13

13

14

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

●

●

●

●

〇

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部改正）

令和８年度 国民健康保険特別会計補正予算（第１回）

令和８年度 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）

財産の取得（消防ポンプ自動車）

承
認    可
決
可
決
可
決

▶
定
例
会

　
　開
会
日

▶
定
例
会

　
　閉
会
日

41・42
43・46
48・51
53
44・45
47・49
50・52
54

やすかわとしまさ まつい　のりこ えぐち　のりこ

町政を問う　一般質問
　一般質問は定例会で行われ、粕屋町では会期の始めに行っています。議員は町政全般にわたっ
て、町長など執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で１問１答※で行います。

　一般質問は定例会で行われ、粕屋町では会期の始めに行っています。議員は町政全般にわたっ
て、町長など執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で１問１答※で行います。 ※質問、答弁を理解するまで

　繰り返す方法

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を議員責任の下に掲載しております。
また写真なども議員提出によるものを掲載しています。
詳細は会議録【ホームページに掲載】をご参照ください。

令和８年６月
８日～10日実施

① 寺子屋事業の環境差の認識は

① 自治体のフロントヤード改革が町独自戦略では

① 農業用水路の浚渫等の支援は

① 施設の在り方や道路環境をどう考えるか

① 重層的支援体制整備、具体的事業は

① 公共公益施設の提案がないのか

① 英語検定料助成事業の対象拡大は
② ドッグラン等で公園の活性化は

① 電話対応にAIを取り入れては

① かすたまちゃんを活用した戦略は

① 中期財政見通しで赤字が続く主な要因は

① 中小企業振興条例の制定を

① 河川の浚渫、改めて県に要望を
② 地震災害への対策は

掲載は
質問順としています。堀本 高良 議員9P 川崎 尚子 議員12P

福永 善之 議員10P

安藤 和寿 議員10P

山𦚰 秀隆 議員11P

案浦 兼敏 議員11P

田川 正治 議員11P

古家 昌和 議員13P

川口 晃 議員13P

宮﨑 広子 議員14P

杉野 公彦 議員14P

本田 芳枝 議員15P

堀
本 

高
良

ほ
り 

も
と    

た
か 

よ
し

議員

動画はコチラから

　英
語
検
定
料
助
成
事
業
の
成
果
検

証
と
対
象
拡
大
の
再
検
討
は
。

　同
事
業
導
入
以
降
、多
く
の
生
徒
が

受
験
。英
検
は
具
体
的
な
目
標
設
定
と

達
成
感
を
提
供
す
る
機
会
と
な
り
、合

格
し
た
生
徒
の
姿
か
ら
ク
ラ
ス
や
学

校
全
体
と
し
て
学
習
へ
の
取
り
組
み
が

活
性
化
し
て
い
く
と
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、助
成
対
象
の
拡
大
は
来
年
度
に

向
け
新
た
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　小
学
3
・
4
年
生
へ
の
拡
大
や
準

2
級
、2
級
の
助
成
。ま
た
、高
校
生

も
対
象
に
す
る
の
は
ど
う
か
。

　具
体
的
な
検
証
、検
討
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、2
級
や
準
2
級
に
つ
い

て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。

高
校
生
以
上
に
つ
い
て
は
、中
学
校

教
育
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
お

り
、検
討
は
し
て
い
な
い
。

　

　ワ
ン
ヘ
ル
ス
啓
発
施
設
の
進
捗
と

今
後
の
展
開
は
。

　駕
与
丁
公
園
で
今
年
1
月
に
落
ち

葉
拾
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
。3
月
に
ワ
ン
ヘ
ル
ス
看
板
、4

月
に
健
康
器
具
6
基
を
設
置
し
た
。

5
月
に
開
催
し
た
バ
ラ
ま
つ
り
で
は
、

健
康
ク
イ
ズ
の
中
に
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の

問
題
を
取
り
入
れ
、知
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
た
。

　身
近
に
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
視
点
が
学

べ
、興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
庁
内
を
横
断
、連
携
し
て
啓
発

施
設
と
し
て
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　ド
ッ
グ
ラ
ン
等
を
設
置
し
、公
園

の
活
性
化
や
充
実
を
図
る
考
え
は
。

　ワ
ン
ヘ
ル
ス
は
、始
ま
っ
た
ば
か
り

で
陣
容
も
お
金
も
必
要
だ
。で
き
る

部
分
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。

堀本堀本

堀本堀本

学校教育課長学校教育課長

都市政策部長町長

英
語
検
定
料
助
成

事
業
の
対
象
拡
大
は

来
年
度
に
向
け
新
た
な

検
討
を
し
て
い
る

学
校
教
育
課
長

もとはら　よしみつもとはら　よしみつ

い  せきい  せき

しゅんせつ

しゅんせつ

ド
ッ
グ
ラ
ン
等
で

公
園
の
活
性
化
は

で
き
る
部
分
か
ら

始
め
た
い
と
思
う

町
長

審
議
結
果

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
モ
ニ
タ
ー

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

挑
む
議
会

挑
む
議
会



11 かすや議会だより№181　夏号 10かすや議会だより№181　夏号

　
北
九
州
市
は
、８
つ
あ
る
区
役
所

の
一
つ
、小
倉
北
区
役
所
で
実
証
実

験
を
し
た
。窓
口
対
応
と
し
て
、Ａ
Ｉ

を
一
時
対
応
、職
員
は
個
別
対
応
で

役
割
分
担
を
設
定
。効
果
と
し
て
、職

員
の
電
話
対
応
の
負
担
軽
減
が
あ
っ

た
よ
う
だ
。町
で
町
民
向
け
に
Ａ
Ｉ

を
導
入
し
た
業
務
は
。

　
窓
口
対
応
と
し
て
、令
和
５
年
度

に
導
入
し
た「
Ａ
Ｉ
さ
く
ら
さ
ん
」が

あ
る
が
、活
用
状
況
が
思
う
よ
う
に

進
ま
ず
、同
７
年
度
末
に
廃
止
。コ
ロ

ナ
過
の
非
対
面
の
対
応
や
外
国
語
の

対
応
で一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
。

　
電
話
対
応
の
窓
口
は
、一
番
人
件

費
が
掛
か
る
所
。Ａ
Ｉ
を
取
り
入
れ

て
い
く
べ
き
で
は
。

　
電
話
対
応
に
関
し
て
は
、普
通
の

シ
ス
テ
ム
と
比
べ
、Ａ
Ｉ
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
経
費
が
割
高
だ
。い
ず

れ
は
導
入
を
検
討
す
る
。

　
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
。

　
ま
ず
は
、教
職
員
へ
の
研
修
な
ど
、

教
師
に
お
け
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
。

次
に
、中
学
校
を
中
心
に
限
定
的
な

授
業
。教
育
委
員
会
は
、学
校
現
場
が

安
心
し
て
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

　
全
国
の
地
方
自
治
体
の
中
に
は
、

議
員
の
一
般
質
問
に
お
け
る
答
弁
書

の
作
成
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
。効
果
と
し

て
、答
弁
書
の
作
成
に
お
い
て
大
幅

な
時
間
短
縮
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
。

　
Ａ
Ｉ
は
、過
去
の
答
弁
デ
ー
タ
や

資
料
か
ら
、瞬
時
に
必
要
な
情
報
を

抽
出
で
き
、答
弁
書
の
作
成
に
お
け

る
効
率
化
や
時
間
短
縮
に
大
い
に
期

待
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。し
か
し
、

最
終
的
な
事
実
確
認
や
意
思
決
定
な

ど
、職
員
が
し
っ
か
り
責
任
を
担
う

こ
と
が
大
前
提
。

福永 福永

福永福永

総合政策課長

総合政策課長学校教育課長総合政策課長

電
話
対
応
に

Ａ
Ｉ
を
取
り
入
れ
て
は

い
ず
れ
は

導
入
を
検
討
し
た
い

総
合
政
策
課
長

　
中
期
財
政
見
通
し
で
赤
字
が
続
く

主
な
要
因
は
。

　
扶
助
費
や
人
件
費
、公
共
施
設
整

備
事
業
に
伴
う
、公
債
費
な
ど
の
義

務
的
経
費
と
、物
価
高
騰
や
労
務
単

価
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、物
件
費
や

普
通
建
設
事
業
費
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。歳
出
規
模
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
、構
造
的
な
要
因
だ
。

　
抜
本
的
な
財
政
対
策
が
必
要
と
判

断
す
る
基
準
は
。

　
当
初
の
財
政
と
調
整
基
金
の
取
崩

し
額
７
、８
億
が
ラ
イ
ン
だ
と
思
う
。

　
公
共
施
設
整
備
事
業
の
う
ち
、延

期
、縮
小
、分
割
の
検
討
対
象
と
な
る

事
業
は
。

　
改
修
に
係
る
予
算
、起
債
の
関
係
、

補
助
金
の
関
係
が
、延
期
か
縮
小
か

の
判
断
材
料
に
な
る
。庁
舎
の
改
修
、

ま
た
学
校
関
係
も
一
部
延
期
等
を
さ

せ
て
い
る
。

　
公
債
費
の
急
増
を
抑
制
す
る
た

め
、事
業
の
実
施
時
期
や
償
還
期
間

の
見
直
し
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て

い
る
の
か
。

　
各
事
業
の
緊
急
性
や
必
要
性
を
精
査

の
上
で
、事
業
の
延
長
、縮
小
等
を
検
討
。

ま
た
、単
年
度
の
事
業
費
や
町
債
額
の

平
準
化
及
び
抑
制
を
図
っ
て
い
る
。今

後
は
、各
事
業
の
内
容
、対
象
施
設
の

耐
用
年
数
、借
入
利
率
等
を
勘
案
し
て
、

単
年
度
の
公
債
費
を
抑
制
す
る
よ
う

に
、償
還
期
間
を
な
る
べ
く
長
く
で
き

る
よ
う
に
、延
長
を
検
討
し
て
い
る
。

　
基
金
の
取
り
崩
し
と
町
債
発
行
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て

い
る
の
か
。

　
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
維
持
す

る
観
点
か
ら
、基
金
の
目
的
に
沿
っ
て
、

計
画
的
に
活
用
す
る
。

山𦚰山𦚰山𦚰

山𦚰山𦚰

財政課長財政課長

財政課長財政課長財政課長

中
期
財
政
見
通
し
で

赤
字
が
続
く
主
な
要
因
は

歳
出
規
模
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
要
因

財
政
課
長

　
町
の
限
ら
れ
た
観
光
資
源
か
ら
、

駕
与
丁
池
を
人
気
の
釣
り
場
と
し
て

環
境
整
備
を
す
る
考
え
は
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
は
、特
定
外
来

生
物
に
指
定
さ
れ
、釣
り
場
と
し
て

P
R
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
く
、

環
境
整
備
は
難
し
い
。

　
町
で
従
来
続
い
て
い
た「
七
鳥
居

く
ぐ
り
」、回
遊
性
を
持
た
せ
る
仕
組

み
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
加
味
し

た
観
光
戦
略
は
。

　
町
が
主
催
・
後
援
す
る
イ
ベ
ン
ト

は
、消
費
機
会
の
増
加
に
つ
な
が
る

よ
う
今
後
の
回
遊
性
を
高
め
る
工
夫

を
凝
ら
す
考
え
だ
が
、特
定
の
地
域

固
有
の
伝
統
行
事
に
つ
い
て
は
、性

質
上
、行
政
が
主
導
し
、観
光
資
源
と

し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
と
考
え
る
。

　
か
す
た
ま
ち
ゃ
ん
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ビ
デ
オ
が
令
和
８
年
度
の
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
総
務
大
臣
賞
映
像
部
門

賞
を
受
賞
し
た
。か
す
た
ま
ち
ゃ
ん

を
活
用
し
た
今
後
の
戦
略
は
。

　
か
す
た
ま
ち
ゃ
ん
を
フ
ッ
ク
に
、町

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
向
け
、継
続

的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み

た
い
。ま
た
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ

リ
の
後
継
イ
ベ
ン
ト
の
ゆ
る
バ
ー
ス

へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
、か
す
た
ま
ち
ゃ

ん
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好

の
機
会
に
な
る
と
捉
え
、効
果
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
の
展
開
に
つ
な
げ
た
い
。

安藤 安藤

安藤

都市計画課長都市計画課長

総合政策課長総合政策課長

か
す
た
ま
ち
ゃ
ん
を

活
用
し
た
戦
略
は

効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の

展
開
に
つ
な
げ
た
い

総
合
政
策
課
長

　
町
に
お
け
る
創
業
支
援
に
つ
い

て
、創
業
塾
の
実
施
状
況
は
。

　
創
業
塾
は
、粕
屋
町
、篠
栗
町
、新

宮
町
、久
山
町
の
４
町
と
各
町
の
商

工
会
が
連
携
し
、実
施
し
て
い
る
。

　
八
代
市
の「
未
来
創
造
塾
」で
は
、

地
域
の
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
す

る
人
材（
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
）

を
育
成
し
、地
域
経
済
だ
け
で
な
く
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
町
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

　
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
、こ
れ
は

地
方
を
元
気
に
す
る
原
動
力
と
思
う
。

町
で
実
現
可
能
か
、検
討
し
た
い
。

　

　
経
営
基
盤
が
脆
弱
な
小
規
模
事
業
者

へ
の
支
援
策
と
し
て
、県
や
他
の
自
治
体

で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
事
業
を
行
う
者
へ
の
上

乗
せ
補
助
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
商
工
会
の
意
見
も
反
映
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
た
め
、今
後
協
議
を
行
い
た
い
。

　
商
工
会
青
年
部
の
ほ
と
ん
ど
が
小
規

模
事
業
者
で
、地
域
経
済
の
発
展
を
図
る

と
と
も
に
地
域
活
動
に
も
参
加
し
て
い

る
。小
規
模
事
業
者
が
果
た
す
役
割
に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
町
の
経
済
だ
け
で
な
く
、人
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、人
づ
く
り
、地
域
づ
く

り
な
ど
、町
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
お
り
、積
極
的
に
支
援
し
た
い
。

　　
中
小
企
業
振
興
の
基
本
理
念
、施

策
の
方
向
性
な
ど
を
定
め
た「
中
小

企
業
振
興
条
例
」を
、全
国
的
に
は
３

割
を
超
え
る
自
治
体
が
制
定
し
て
い

る
。条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
先
進
自
治
体
の
調
査
研
究
を
行
い
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

案浦案浦

案浦案浦案浦

産業振興課長町長

産業振興課長町長町長

中
小
企
業
振
興
条
例
の

制
定
を

先
進
自
治
体
を

調
査
研
究
し
た
い

町
長

福
永 

善
之

ふ
く 

な
が   

よ
し 

ゆ
き

議員

動画はコチラから

　

安
藤 

和
寿

あ
ん 

ど
う
　 

か
ず 

ひ
さ

動画はコチラから

議員

案
浦 
兼
敏

あ
ん
の
う
ら
　 
か
ね 
と
し

議員

動画はコチラから

や
ま 

わ
き
　 

ひ
で 

た
か

議員

山
𦚰 

秀
隆

動画はコチラから

ぜ
い
じ
ゃ
く

一
般
質
問

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
モ
ニ
タ
ー

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

審
議
結
果

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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般
質
問

一
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質
問

挑
む
議
会

挑
む
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会
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北
九
州
市
は
、８
つ
あ
る
区
役
所

の
一
つ
、小
倉
北
区
役
所
で
実
証
実

験
を
し
た
。窓
口
対
応
と
し
て
、Ａ
Ｉ

を
一
時
対
応
、職
員
は
個
別
対
応
で

役
割
分
担
を
設
定
。効
果
と
し
て
、職

員
の
電
話
対
応
の
負
担
軽
減
が
あ
っ

た
よ
う
だ
。町
で
町
民
向
け
に
Ａ
Ｉ

を
導
入
し
た
業
務
は
。

　
窓
口
対
応
と
し
て
、令
和
５
年
度

に
導
入
し
た「
Ａ
Ｉ
さ
く
ら
さ
ん
」が

あ
る
が
、活
用
状
況
が
思
う
よ
う
に

進
ま
ず
、同
７
年
度
末
に
廃
止
。コ
ロ

ナ
過
の
非
対
面
の
対
応
や
外
国
語
の

対
応
で一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
。

　
電
話
対
応
の
窓
口
は
、一
番
人
件

費
が
掛
か
る
所
。Ａ
Ｉ
を
取
り
入
れ

て
い
く
べ
き
で
は
。

　
電
話
対
応
に
関
し
て
は
、普
通
の

シ
ス
テ
ム
と
比
べ
、Ａ
Ｉ
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
経
費
が
割
高
だ
。い
ず

れ
は
導
入
を
検
討
す
る
。

　
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
。

　
ま
ず
は
、教
職
員
へ
の
研
修
な
ど
、

教
師
に
お
け
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
。

次
に
、中
学
校
を
中
心
に
限
定
的
な

授
業
。教
育
委
員
会
は
、学
校
現
場
が

安
心
し
て
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

　
全
国
の
地
方
自
治
体
の
中
に
は
、

議
員
の
一
般
質
問
に
お
け
る
答
弁
書

の
作
成
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
。効
果
と
し

て
、答
弁
書
の
作
成
に
お
い
て
大
幅

な
時
間
短
縮
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
。

　
Ａ
Ｉ
は
、過
去
の
答
弁
デ
ー
タ
や

資
料
か
ら
、瞬
時
に
必
要
な
情
報
を

抽
出
で
き
、答
弁
書
の
作
成
に
お
け

る
効
率
化
や
時
間
短
縮
に
大
い
に
期

待
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。し
か
し
、

最
終
的
な
事
実
確
認
や
意
思
決
定
な

ど
、職
員
が
し
っ
か
り
責
任
を
担
う

こ
と
が
大
前
提
。

福永 福永

福永福永

総合政策課長

総合政策課長学校教育課長総合政策課長

電
話
対
応
に

Ａ
Ｉ
を
取
り
入
れ
て
は

い
ず
れ
は

導
入
を
検
討
し
た
い

総
合
政
策
課
長

　
中
期
財
政
見
通
し
で
赤
字
が
続
く

主
な
要
因
は
。

　
扶
助
費
や
人
件
費
、公
共
施
設
整

備
事
業
に
伴
う
、公
債
費
な
ど
の
義

務
的
経
費
と
、物
価
高
騰
や
労
務
単

価
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、物
件
費
や

普
通
建
設
事
業
費
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。歳
出
規
模
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
、構
造
的
な
要
因
だ
。

　
抜
本
的
な
財
政
対
策
が
必
要
と
判

断
す
る
基
準
は
。

　
当
初
の
財
政
と
調
整
基
金
の
取
崩

し
額
７
、８
億
が
ラ
イ
ン
だ
と
思
う
。

　
公
共
施
設
整
備
事
業
の
う
ち
、延

期
、縮
小
、分
割
の
検
討
対
象
と
な
る

事
業
は
。

　
改
修
に
係
る
予
算
、起
債
の
関
係
、

補
助
金
の
関
係
が
、延
期
か
縮
小
か

の
判
断
材
料
に
な
る
。庁
舎
の
改
修
、

ま
た
学
校
関
係
も
一
部
延
期
等
を
さ

せ
て
い
る
。

　
公
債
費
の
急
増
を
抑
制
す
る
た

め
、事
業
の
実
施
時
期
や
償
還
期
間

の
見
直
し
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て

い
る
の
か
。

　
各
事
業
の
緊
急
性
や
必
要
性
を
精
査

の
上
で
、事
業
の
延
長
、縮
小
等
を
検
討
。

ま
た
、単
年
度
の
事
業
費
や
町
債
額
の

平
準
化
及
び
抑
制
を
図
っ
て
い
る
。今

後
は
、各
事
業
の
内
容
、対
象
施
設
の

耐
用
年
数
、借
入
利
率
等
を
勘
案
し
て
、

単
年
度
の
公
債
費
を
抑
制
す
る
よ
う

に
、償
還
期
間
を
な
る
べ
く
長
く
で
き

る
よ
う
に
、延
長
を
検
討
し
て
い
る
。

　
基
金
の
取
り
崩
し
と
町
債
発
行
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て

い
る
の
か
。

　
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
維
持
す

る
観
点
か
ら
、基
金
の
目
的
に
沿
っ
て
、

計
画
的
に
活
用
す
る
。

山𦚰山𦚰山𦚰

山𦚰山𦚰

財政課長財政課長

財政課長財政課長財政課長
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財
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通
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で

赤
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が
続
く
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要
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は

歳
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が
増
加
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に

あ
る
こ
と
が
要
因

財
政
課
長
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の
限
ら
れ
た
観
光
資
源
か
ら
、

駕
与
丁
池
を
人
気
の
釣
り
場
と
し
て

環
境
整
備
を
す
る
考
え
は
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
は
、特
定
外
来

生
物
に
指
定
さ
れ
、釣
り
場
と
し
て

P
R
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
く
、

環
境
整
備
は
難
し
い
。

　
町
で
従
来
続
い
て
い
た「
七
鳥
居

く
ぐ
り
」、回
遊
性
を
持
た
せ
る
仕
組

み
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
加
味
し

た
観
光
戦
略
は
。

　
町
が
主
催
・
後
援
す
る
イ
ベ
ン
ト

は
、消
費
機
会
の
増
加
に
つ
な
が
る

よ
う
今
後
の
回
遊
性
を
高
め
る
工
夫

を
凝
ら
す
考
え
だ
が
、特
定
の
地
域

固
有
の
伝
統
行
事
に
つ
い
て
は
、性

質
上
、行
政
が
主
導
し
、観
光
資
源
と

し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
と
考
え
る
。

　
か
す
た
ま
ち
ゃ
ん
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ビ
デ
オ
が
令
和
８
年
度
の
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
総
務
大
臣
賞
映
像
部
門

賞
を
受
賞
し
た
。か
す
た
ま
ち
ゃ
ん

を
活
用
し
た
今
後
の
戦
略
は
。

　
か
す
た
ま
ち
ゃ
ん
を
フ
ッ
ク
に
、町

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
向
け
、継
続

的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み

た
い
。ま
た
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ

リ
の
後
継
イ
ベ
ン
ト
の
ゆ
る
バ
ー
ス

へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
、か
す
た
ま
ち
ゃ

ん
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好

の
機
会
に
な
る
と
捉
え
、効
果
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
の
展
開
に
つ
な
げ
た
い
。

安藤 安藤

安藤

都市計画課長都市計画課長

総合政策課長総合政策課長

か
す
た
ま
ち
ゃ
ん
を

活
用
し
た
戦
略
は

効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の

展
開
に
つ
な
げ
た
い

総
合
政
策
課
長

　
町
に
お
け
る
創
業
支
援
に
つ
い

て
、創
業
塾
の
実
施
状
況
は
。

　
創
業
塾
は
、粕
屋
町
、篠
栗
町
、新

宮
町
、久
山
町
の
４
町
と
各
町
の
商

工
会
が
連
携
し
、実
施
し
て
い
る
。

　
八
代
市
の「
未
来
創
造
塾
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は
、

地
域
の
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
す

る
人
材（
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
）

を
育
成
し
、地
域
経
済
だ
け
で
な
く
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
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ー
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
町
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

　
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
、こ
れ
は

地
方
を
元
気
に
す
る
原
動
力
と
思
う
。

町
で
実
現
可
能
か
、検
討
し
た
い
。

　

　
経
営
基
盤
が
脆
弱
な
小
規
模
事
業
者

へ
の
支
援
策
と
し
て
、県
や
他
の
自
治
体

で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
事
業
を
行
う
者
へ
の
上

乗
せ
補
助
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
商
工
会
の
意
見
も
反
映
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
た
め
、今
後
協
議
を
行
い
た
い
。

　
商
工
会
青
年
部
の
ほ
と
ん
ど
が
小
規

模
事
業
者
で
、地
域
経
済
の
発
展
を
図
る

と
と
も
に
地
域
活
動
に
も
参
加
し
て
い

る
。小
規
模
事
業
者
が
果
た
す
役
割
に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
町
の
経
済
だ
け
で
な
く
、人
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、人
づ
く
り
、地
域
づ
く

り
な
ど
、町
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
お
り
、積
極
的
に
支
援
し
た
い
。

　　
中
小
企
業
振
興
の
基
本
理
念
、施

策
の
方
向
性
な
ど
を
定
め
た「
中
小

企
業
振
興
条
例
」を
、全
国
的
に
は
３

割
を
超
え
る
自
治
体
が
制
定
し
て
い

る
。条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
先
進
自
治
体
の
調
査
研
究
を
行
い
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

案浦案浦

案浦案浦案浦

産業振興課長町長

産業振興課長町長町長

中
小
企
業
振
興
条
例
の

制
定
を

先
進
自
治
体
を

調
査
研
究
し
た
い

町
長

福
永 

善
之

ふ
く 

な
が   

よ
し 

ゆ
き

議員

動画はコチラから

　

安
藤 

和
寿

あ
ん 

ど
う
　 

か
ず 

ひ
さ

動画はコチラから

議員

案
浦 

兼
敏

あ
ん
の
う
ら
　 

か
ね 

と
し

議員

動画はコチラから

や
ま 

わ
き
　 

ひ
で 

た
か

議員

山
𦚰 

秀
隆

動画はコチラから

ぜ
い
じ
ゃ
く

一
般
質
問

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
モ
ニ
タ
ー

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

審
議
結
果

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

挑
む
議
会

挑
む
議
会
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久
原
川
と
猪
野
川
の
土
井
堰
か
ら

雨
水
橋
ま
で
の
、多
々
良
川
の
浚
渫

の
要
望
が
地
域
か
ら
出
て
い
る
。改

め
て
県
に
対
し
て
要
望
を
。

　
多
々
良
川
の
状
況
は
非
常
に
分
か

る
。県
は
、多
々
良
川
下
流
か
ら
整
備

を
行
う
の
で
、強
く
浚
渫
の
要
望
を

し
て
い
く
。

　
併
せ
て
、須
恵
川
も
浚
渫
工
事
が

止
ま
っ
て
い
る
の
で
再
開
を
強
く
要

望
し
て
い
く
。

　
災
害
対
応
と
し
て
、区
画
整
理
事

業
で
地
下
貯
水
槽
や
貯
留
池
な
ど
を

設
置
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
大
規
模

な
宅
地
開
発
に
は
、土
地
利
用
形
態

の
変
更
に
伴
い
、開
発
区
域
内
で
地

下
貯
水
槽
な
ど
雨
水
調
整
池
の
設
置

の
協
議
を
行
い
、下
流
側
へ
の
雨
水
の

流
出
抑
制
を
図
っ
て
い
る
。

　
警
固
断
層
や
西
山
断
層
、宇
美
断

層
が
町
の
周
辺
区
域
に
あ
り
、地
震

が
発
生
す
る
と
影
響
が
大
き
い
と
思

う
。災
害
へ
の
対
策
は
。

　
昨
年
10
月
に
県
が
見
直
し
た
防
災

ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
で
、今
回
か
ら

宇
美
断
層
が
追
加
さ
れ
、避
難
者
数

に
算
入
さ
れ
た
結
果
、想
定
避
難
者

数
が
大
幅
に
増
え
た
。

　
今
後
、備
蓄
品
等
の
見
直
し
を
踏
ま

え
、地
域
防
災
計
画
の
改
定
を
行
う
。

　
災
害
時
に
安
定
し
た
給
水
を
継
続

で
き
る
た
め
に
、水
道
管
の
耐
震
化

を
毎
年
度
、計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

特
に
重
要
と
な
る
基
幹
管
路
は
、令

和
元
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
、

重
点
的
に
耐
震
化
を
進
め
、耐
震
適

合
率
は
、90
％
を
超
え
る
状
況
だ
。　

　
　
　

　

田川 田川

田川

町長上下水道課長

地域共創課長上下水道課長

河
川
の
浚
渫
、

改
め
て
県
に
要
望
を

　
　
　
　

県
に
強
く
要
望
す
る

町
長　

町
は
県
内
で
先
駆
け
て
、令
和
４

年
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し
た
が
、

町
民
生
活
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
っ
た
の
か
。ま
た
、な
ぜ
導
入
を
決

意
し
た
の
か
。

　
多
様
性
あ
る
社
会
で
は
、さ
ま
ざ

ま
な
方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、町

の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
う
。

　
県
下
９
市
３
町
で
連
携
協
定
を
締

結
し
、制
度
の
申
請
を
開
始
。例
え
ば

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
に
あ
る
二
人

を
事
実
上
の
婚
姻
関
係
同
様
と
み
な

し
、町
営
住
宅
の
入
居
申
請
や
保
育
所

入
所
の
際
、同
居
し
監
護
状
況
で
あ
れ

ば
保
護
者
と
し
て
申
請
が
可
能
で
、協

定
先
で
も
引
き
続
き
認
定
さ
れ
る
。人

権
担
当
も
交
え
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー（
子
連
れ
再

婚
家
庭
）が
直
面
す
る
不
便
に
つ
い

て
町
の
対
応
は
。

　
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る
か

ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、全
て
同
様
の

対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
つ
い
て
、

正
し
い
理
解
と
支
援
を
得
る
た
め
の

啓
発
冊
子
の
作
成
、伴
走
型
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
、部
局
を
超
え

て
連
携
す
る
庁
内
相
談
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
提

案
す
る
。い
わ
ゆ
る
総
合
計
画
に
掲

げ
る
自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革

だ
。住
民
と
直
接
向
き
合
う
窓
口
を

が
ら
り
と
変
え
、親
切
で
先
進
的
な

改
革
を
す
る
こ
と
が
、町
の
強
力
な

独
自
戦
略
に
な
る
と
思
う
が
。

　
困
難
を
極
め
て
い
る
方
に
寄
り
添

い
な
が
ら
の
相
談
対
応
は
で
き
て
い

る
が
、伴
走
型
に
つ
い
て
は
で
き
か
ね

て
い
る
。町
の
特
色
と
し
て
、今
後
検

討
し
た
い
。

古家

古家古家

町長総務部長

住民福祉部長町長

自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド

改
革
が
町
独
自
戦
略
で
は

町
の
特
色
と
し
て
、

今
後
検
討
し
た
い

町
長

　
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
活

動
の
成
果
を
ど
う
受
け
止
め
、評
価

し
て
い
る
か
。子
ど
も
会
育
成
会
連

絡
協
議
会
が
担
っ
て
い
た
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
の
機
能
は
、ど

の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
た
の
か
。

　
粕
屋
中
で
開
催
し
た「
夢
授
業
」は
、

推
進
員
が
橋
渡
し
と
な
り
、地
域
の

力
と
学
校
の
教
育
活
動
が
連
携
し
た

成
果
だ
。リ
ー
ダ
ー
活
動
等
に
つ
い

て
、連
携
を
図
る
な
ら
ば
、推
進
員
や

学
校
と
保
護
者
を
つ
な
ぎ
、活
動
の

一
つ
に
し
た
い
。

　
青
少
年
育
成
の
取
り
組
み
が
特
定

の
方
の
献
身
的
な
活
動
に
支
え
ら
れ

て
い
る
現
状
は
、持
続
可
能
性
の
面

で
課
題
で
は
な
い
の
か
。

　
地
域
活
動
は
、自
助
・
共
助
・
公
助

の
中
で
、共
助
が
最
も
大
切
だ
。一
人

で
も
多
く
の
方
が
、協
力
的
な
気
持

ち
で
地
域
づ
く
り
に
参
画
い
た
だ
く

こ
と
を
今
後
も
続
け
た
い
。

　
寺
子
屋
事
業
で
は
、公
民
館
の

W
i
-F
i
環
境
の
差
が
、学
び
の
機

会
や
体
験
の
差
に
つ
な
が
る
懸
念
が

あ
る
。現
状
の
認
識
は
。

　
各
行
政
区
公
民
館
は
い
ろ
い
ろ
な
状

況
が
あ
る
。寺
小
屋
事
業
は
宿
題
だ
け

で
な
く
、 レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
も
の
づ

く
り
な
ど
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

を
行
っ
て
お
り
、必
ず
し
も
W
i
-F
i

設
置
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、地
域
間
の

格
差
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
10
年
、20
年
を
見
据

え
、子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
育
っ

て
ほ
し
い
の
か
。

　
地
域
を
愛
し
、根
を
張
っ
て
貢
献

す
る
子
ど
も
を
育
て
た
い
。

　
や
は
り「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」だ
。

住
ん
で
い
る
所
を
愛
し
、社
会
的
発

展
の
一
助
と
な
る
人
間
力
を
育
て
る

こ
と
が
、ま
さ
に
教
育
だ
。

川崎 川崎

川崎川崎

社会教育課長

教育長社会教育課長町長 教育長

寺
子
屋
事
業
の

環
境
差
の
認
識
は

必
ず
し
も
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
に
よ
る

地
域
間
格
差
は
な
い
と
認
識 

社
会
教
育
課
長

　
農
業
用
と
し
て
昔
か
ら
利
用
し
て

き
た
幹
線
水
路
は
、水
路
の
幅
も
広

く
、底
も
深
く
、水
流
も
早
く
、清
掃

に
は
危
険
を
伴
う
。５
年
程
前
ま
で

は
10
数
名
で
に
ぎ
や
か
に
清
掃
し
た

が
、３
年
程
前
か
ら
１
人
欠
け
、２
人

欠
け
、今
年
は
５
人
で
作
業
し
た
。今

回
、問
題
と
し
て
い
る
流
水
の
分
岐

点
は
、昨
年
か
ら
目
立
っ
て
泥
が
た

ま
り
、草
も
茂
り
、今
年
の
美
化
作
業

で
は
、「
も
う
、こ
こ
の
浚
渫
は
諦
め

よ
う
」と
下
流
域
を
清
掃
し
た
。

　
農
区
の
人
員
も
少
な
く
な
り
、ま

た
高
齢
に
な
り
、満
足
な
溝
の
管
理

が
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。で
き
る
だ

け
地
元
で
作
業
は
す
る
が
、困
難
な

場
所
の
管
理
は
町
の
支
援
が
必
要
だ

と
の
意
見
が
大
半
だ
。ど
こ
の
区
も

こ
う
し
た
農
水
路
の
管
理
は
頭
を
悩

ま
さ
れ
て
い
る
事
だ
と
思
う
。

　
支
援
に
関
し
答
弁
を
求
め
る
。

　
現
地
を
確
認
し
た
が
、土
砂
の
堆

積
も
あ
り
、草
も
繁
茂
し
て
い
る
状

況
だ
っ
た
。農
業
用
水
路
に
つ
い
て
は
、

高
さ
、深
さ
も
１
ｍ
程
度
で
、水
利
権

の
関
係
上
、関
係
農
区
の
維
持
管
理

と
い
う
区
分
に
な
る
。

　
助
成
に
関
し
て
は
、関
係
農
区
か

ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
、「
粕

屋
町
公
共（
農
業
）用
施
設
管
理
区
分

及
び
建
設
事
業
費
負
担
条
例
」に
基

づ
き
、地
元
負
担
が
25
％
と
な
る
が
、

浚
渫
な
ど
の
実
施
は
町
が
検
討
す
る
。

　
別
の
規
則
を
用
い
る
と
、農
区
が

工
事
を
し
た
場
合
、５
万
円
以
上
が

対
象
だ
が
、そ
の
場
合
は
地
元
負
担

が
50
％
に
な
る
。

川口

川口産業振興課長

農
業
用
水
路
の
浚
渫
等
の

支
援
は

し
ゅ
ん
せ
つ

条
例
等
に
基
づ
き

支
援
を
行
っ
て
い
る

産
業
振
興
課
長

田
川 

正
治

た
　
が
わ
　 

ま
さ 

は
る 

動画はコチラから

議員

地
震
災
害
へ
の
対
策
は

　
　備

蓄
品
等
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、

防
災
計
画
を
改
定

地
域
共
創
課
長

その他の
質問
●
原
発
事
故
災
害
の
対
策
と
計
画
に
つ
い
て

い
　
の

く 

ば
ら

け
　
ご

せ
き

あ
も
う
ず

し
ゅ
ん
せ
つ

川
崎 

尚
子

か
わ 

さ
き
　
　な
お
　
こ

議員

動画はコチラから

川
口 
晃

か
わ 

ぐ
ち
　
あ
き
ら

議員

動画はコチラから

古
家 

昌
和

ふ
る 

い
え
　 

ま
さ 

か
ず

動画はコチラから

議員

その他の
質問
●
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
問
題
に
つ
い
て

挑
む
議
会

挑
む
議
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一
般
質
問

一
般
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会
レ
ポ
ー
ト
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モ
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ー
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ク
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議
結
果
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問
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問
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の
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の
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に
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が
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と
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う
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対
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10
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に
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が
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た
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ト
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で
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ら
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見
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ま
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計
画
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度
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画
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に
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に
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浚
渫
、

改
め
て
県
に
要
望
を

　
　
　
　

県
に
強
く
要
望
す
る

町
長　

町
は
県
内
で
先
駆
け
て
、令
和
４

年
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し
た
が
、

町
民
生
活
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
っ
た
の
か
。ま
た
、な
ぜ
導
入
を
決

意
し
た
の
か
。

　
多
様
性
あ
る
社
会
で
は
、さ
ま
ざ

ま
な
方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、町

の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
う
。

　
県
下
９
市
３
町
で
連
携
協
定
を
締

結
し
、制
度
の
申
請
を
開
始
。例
え
ば

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
に
あ
る
二
人

を
事
実
上
の
婚
姻
関
係
同
様
と
み
な

し
、町
営
住
宅
の
入
居
申
請
や
保
育
所

入
所
の
際
、同
居
し
監
護
状
況
で
あ
れ

ば
保
護
者
と
し
て
申
請
が
可
能
で
、協

定
先
で
も
引
き
続
き
認
定
さ
れ
る
。人

権
担
当
も
交
え
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー（
子
連
れ
再

婚
家
庭
）が
直
面
す
る
不
便
に
つ
い

て
町
の
対
応
は
。

　
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る
か

ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、全
て
同
様
の

対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
つ
い
て
、

正
し
い
理
解
と
支
援
を
得
る
た
め
の

啓
発
冊
子
の
作
成
、伴
走
型
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
、部
局
を
超
え

て
連
携
す
る
庁
内
相
談
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
提

案
す
る
。い
わ
ゆ
る
総
合
計
画
に
掲

げ
る
自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革

だ
。住
民
と
直
接
向
き
合
う
窓
口
を

が
ら
り
と
変
え
、親
切
で
先
進
的
な

改
革
を
す
る
こ
と
が
、町
の
強
力
な

独
自
戦
略
に
な
る
と
思
う
が
。

　
困
難
を
極
め
て
い
る
方
に
寄
り
添

い
な
が
ら
の
相
談
対
応
は
で
き
て
い

る
が
、伴
走
型
に
つ
い
て
は
で
き
か
ね

て
い
る
。町
の
特
色
と
し
て
、今
後
検

討
し
た
い
。

古家

古家古家

町長総務部長

住民福祉部長町長

自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド

改
革
が
町
独
自
戦
略
で
は

町
の
特
色
と
し
て
、

今
後
検
討
し
た
い

町
長

　
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
活

動
の
成
果
を
ど
う
受
け
止
め
、評
価

し
て
い
る
か
。子
ど
も
会
育
成
会
連

絡
協
議
会
が
担
っ
て
い
た
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
の
機
能
は
、ど

の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
た
の
か
。

　
粕
屋
中
で
開
催
し
た「
夢
授
業
」は
、

推
進
員
が
橋
渡
し
と
な
り
、地
域
の

力
と
学
校
の
教
育
活
動
が
連
携
し
た

成
果
だ
。リ
ー
ダ
ー
活
動
等
に
つ
い

て
、連
携
を
図
る
な
ら
ば
、推
進
員
や

学
校
と
保
護
者
を
つ
な
ぎ
、活
動
の

一
つ
に
し
た
い
。

　
青
少
年
育
成
の
取
り
組
み
が
特
定

の
方
の
献
身
的
な
活
動
に
支
え
ら
れ

て
い
る
現
状
は
、持
続
可
能
性
の
面

で
課
題
で
は
な
い
の
か
。

　
地
域
活
動
は
、自
助
・
共
助
・
公
助

の
中
で
、共
助
が
最
も
大
切
だ
。一
人

で
も
多
く
の
方
が
、協
力
的
な
気
持

ち
で
地
域
づ
く
り
に
参
画
い
た
だ
く

こ
と
を
今
後
も
続
け
た
い
。

　
寺
子
屋
事
業
で
は
、公
民
館
の

W
i
-F
i
環
境
の
差
が
、学
び
の
機

会
や
体
験
の
差
に
つ
な
が
る
懸
念
が

あ
る
。現
状
の
認
識
は
。

　
各
行
政
区
公
民
館
は
い
ろ
い
ろ
な
状

況
が
あ
る
。寺
小
屋
事
業
は
宿
題
だ
け

で
な
く
、 レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
も
の
づ

く
り
な
ど
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

を
行
っ
て
お
り
、必
ず
し
も
W
i
-F
i

設
置
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、地
域
間
の

格
差
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
10
年
、20
年
を
見
据

え
、子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
育
っ

て
ほ
し
い
の
か
。

　
地
域
を
愛
し
、根
を
張
っ
て
貢
献

す
る
子
ど
も
を
育
て
た
い
。

　
や
は
り「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」だ
。

住
ん
で
い
る
所
を
愛
し
、社
会
的
発

展
の
一
助
と
な
る
人
間
力
を
育
て
る

こ
と
が
、ま
さ
に
教
育
だ
。

川崎 川崎

川崎川崎

社会教育課長

教育長社会教育課長町長 教育長

寺
子
屋
事
業
の

環
境
差
の
認
識
は

必
ず
し
も
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
に
よ
る

地
域
間
格
差
は
な
い
と
認
識 

社
会
教
育
課
長

　
農
業
用
と
し
て
昔
か
ら
利
用
し
て

き
た
幹
線
水
路
は
、水
路
の
幅
も
広

く
、底
も
深
く
、水
流
も
早
く
、清
掃

に
は
危
険
を
伴
う
。５
年
程
前
ま
で

は
10
数
名
で
に
ぎ
や
か
に
清
掃
し
た

が
、３
年
程
前
か
ら
１
人
欠
け
、２
人

欠
け
、今
年
は
５
人
で
作
業
し
た
。今

回
、問
題
と
し
て
い
る
流
水
の
分
岐

点
は
、昨
年
か
ら
目
立
っ
て
泥
が
た

ま
り
、草
も
茂
り
、今
年
の
美
化
作
業

で
は
、「
も
う
、こ
こ
の
浚
渫
は
諦
め

よ
う
」と
下
流
域
を
清
掃
し
た
。

　
農
区
の
人
員
も
少
な
く
な
り
、ま

た
高
齢
に
な
り
、満
足
な
溝
の
管
理

が
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。で
き
る
だ

け
地
元
で
作
業
は
す
る
が
、困
難
な

場
所
の
管
理
は
町
の
支
援
が
必
要
だ

と
の
意
見
が
大
半
だ
。ど
こ
の
区
も

こ
う
し
た
農
水
路
の
管
理
は
頭
を
悩

ま
さ
れ
て
い
る
事
だ
と
思
う
。

　
支
援
に
関
し
答
弁
を
求
め
る
。

　
現
地
を
確
認
し
た
が
、土
砂
の
堆

積
も
あ
り
、草
も
繁
茂
し
て
い
る
状

況
だ
っ
た
。農
業
用
水
路
に
つ
い
て
は
、

高
さ
、深
さ
も
１
ｍ
程
度
で
、水
利
権

の
関
係
上
、関
係
農
区
の
維
持
管
理

と
い
う
区
分
に
な
る
。

　
助
成
に
関
し
て
は
、関
係
農
区
か

ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
、「
粕

屋
町
公
共（
農
業
）用
施
設
管
理
区
分

及
び
建
設
事
業
費
負
担
条
例
」に
基

づ
き
、地
元
負
担
が
25
％
と
な
る
が
、

浚
渫
な
ど
の
実
施
は
町
が
検
討
す
る
。

　
別
の
規
則
を
用
い
る
と
、農
区
が

工
事
を
し
た
場
合
、５
万
円
以
上
が

対
象
だ
が
、そ
の
場
合
は
地
元
負
担

が
50
％
に
な
る
。

川口

川口産業振興課長

農
業
用
水
路
の
浚
渫
等
の

支
援
は

し
ゅ
ん
せ
つ

条
例
等
に
基
づ
き

支
援
を
行
っ
て
い
る

産
業
振
興
課
長

田
川 

正
治

た
　
が
わ
　 

ま
さ 

は
る 

動画はコチラから

議員

地
震
災
害
へ
の
対
策
は

　
　備

蓄
品
等
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、

防
災
計
画
を
改
定

地
域
共
創
課
長

その他の
質問
●
原
発
事
故
災
害
の
対
策
と
計
画
に
つ
い
て

い
　
の

く 

ば
ら

け
　
ご

せ
き

あ
も
う
ず

し
ゅ
ん
せ
つ

川
崎 

尚
子

か
わ 

さ
き
　
　な
お
　
こ

議員

動画はコチラから

川
口 

晃

か
わ 

ぐ
ち
　
あ
き
ら

議員

動画はコチラから

古
家 

昌
和

ふ
る 

い
え
　 

ま
さ 

か
ず

動画はコチラから

議員

その他の
質問
●
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
問
題
に
つ
い
て

挑
む
議
会

挑
む
議
会

一
般
質
問

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
モ
ニ
タ
ー

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

審
議
結
果

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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駅
で
駐
輪
禁
止
の
場
所
に
、駐
輪

し
て
い
る
自
転
車
へ
の
対
応
は
。　

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
業
務

で
駐
輪
場
の
清
掃
と
自
転
車
の
整
理
、

通
路
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
自
転
車

の
移
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
マ
ナ
ー
違
反
の
自
転
車
に「
こ
こ

は
駐
輪
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。駐
輪

場
に
お
止
め
く
だ
さ
い
。ほ
か
の
方

が
迷
惑
し
て
い
ま
す
よ
」と
書
い
た

紙
を
貼
っ
て
い
る
の
か
。

　
行
っ
て
い
な
い
。

　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
止
め
る
の

は
ダ
メ
だ
と
思
う
が
、駐
輪
場
を
増

や
せ
な
い
か
。

　
現
状
あ
る
駐
輪
場
を
少
し
で
も
使

い
や
す
い
よ
う
に
、今
後
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
第
６
次
総
合
計
画
に
あ
る
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
偏
差
値
が
、最
も

低
い「
多
様
性
と
寛
容
性
」の
視
点
か

ら
、町
の
施
設
の
在
り
方
や
道
路
環

境
を
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

　　
町
の
い
い
所
の
一
つ
に
快
適
性
、便

利
さ
が
あ
る
。駅
を
降
り
て
、自
転
車

が
乱
雑
に
置
い
て
あ
る
景
観
は
マ
イ

ナ
ス
指
標
。人
口
が
増
え
、町
が
活
気

づ
い
た
こ
と
は
非
常
に
う
れ
し
い
が
、

公
共
施
設
や
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
不
足

は
認
め
ざ

る
を
得
な

い
。本
当
に

い
い
ま
ち

づ
く
り
に

努
め
た
い
。

宮﨑宮﨑宮﨑

宮﨑

都市計画課長都市計画課長

町長 都市計画課長

施
設
の
在
り
方
や
道
路

環
境
を
ど
う
考
え
る
か

本
当
に
い
い
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
た
い

町
長　

多
額
の
公
費
投
入
が
必
要
に
な
る

九
州
大
学
農
場
跡
地
取
得
に
つ
い
て
、

本
年
４
月
に
九
州
大
学
跡
地
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
報
告
が
あ
っ
た
。そ

の
中
で
九
大
農
場
跡
地
構
想
３
案
の

提
示
が
あ
っ
た
が
、都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
基
本
構
想
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
公
共
公
益
施
設
の
提

案
は
な
い
の
か
。

　
今
検
討
中
の
3
案
は
住
宅
、商
業
、に

ぎ
わ
い
交
流
な
ど
の
大
き
な
ゾ
ー
ン
を

区
分
け
し
、示
し
た
も
の
だ
。こ
の
ゾ
ー

ン
の
中
の
詳
細
を
詰
め
る
段
階
で
、必

要
な
施
設
の
把
握
、検
討
に
つ
い
て
は

事
業
協
力
者
と
協
議
を
す
る
予
定
だ
。

　
大
規
模
な
公
共
施
設
は
想
定
さ
れ

て
い
な
い
。本
当
に
ど
の
よ
う
な
公

共
施
設
が
要
る
の
か
、町
と
県
に
調

査
を
か
け
て
、必
要
な
公
共
施
設
が

あ
れ
ば
、洗
い
出
し
を
し
て
い
き
た
い
。

　
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
も
せ
ず
、九

大
農
場
の
取
得
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
が
、必

要
な
公
共
施
設
は
、ま
だ
明
確
に
で

き
て
い
な
い
状
況
だ
。

　
協
議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、令

和
８
年
に
土
地
利
用
構
想
図
の
修
正

と
策
定
が
行
わ
れ
、町
民
へ
の
情
報

公
開
、意
見
公
募
な
ど
町
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。土

地
利
用
構
想
あ
り
き
に
な
ら
な
い
か
。

住
民
に
対
す
る
説
明
、周
知
は
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
は
跡
地
区

域
の
行
政
区
の
代
表
の
方
に
入
っ
て

も
ら
い
、地
元
地
域
の
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。公
募
に
よ
る
事
業
協

力
者
が
決
定
し
、事
業
計
画
を
詰
め

て
い
く
際
に
は
説
明
会
を
行
う
こ
と

も
考
え
て
い
る
。

本田

副町長副町長 本田本田

副町長 都市計画課長

都市計画課長

公
共
公
益
施
設
の

提
案
は
な
い
の
か

詳
細
を
詰
め
る
段
階
で

協
議
す
る
予
定

都
市
計
画
課
長

　
本
年
度
、施
政
方
針
に
は
高
齢
・
障

が
い・こ
ど
も
・
生
活
困
窮
な
ど
の
複

雑
化
、複
合
化
し
た
地
域
生
活
課
題

に
対
し
、分
野
を
超
え
た
重
層
的
支

援
体
制
の
整
備
を
進
め
る
と
あ
る
。

現
在
、ど
う
い
う
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
の
か
。具
体
的
な
事
業
は
。

　
令
和
９
年
度
か
ら
の
確
立
に
向
け
、

準
備
期
間
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。属
性
や
世
代
を
問
わ
ず
、包

括
的
相
談
支
援
体
制
の
整
備
か
ら
着

手
し
た
い
。

　
昨
年
出
さ
れ
た
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
の
請
願
が
き
っ
か
け
と

な
り
、重
層
的
支
援
の
話
が
起
こ
っ

て
き
た
の
か
。

　
関
連
は
な
か
っ
た
が
、今
後
は
関

連
し
て
く
る
分
野
と
な
る
と
思
う
。

基
幹
相
談
も
重
層
的
支
援
の
相
談
事

業
の
中
に
、相
談
機
関
の
一
つ
と
し
て

入
っ
て
く
る
の
で
、前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
重
層
的
業
務
と
い
う
観
点
で
は
、

庁
舎
内
に
は
そ
の
よ
う
な
業
務
が
多

く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。住
民
福
祉
部

だ
け
の
話
で
は
無
い
と
思
う
が
。

　
今
ま
で
の
行
政
組
織
は
縦
の
組
織

だ
っ
た
が
、横
断
的
組
織
に
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。な
お
か
つ
、広
域
的
な
外
部

団
体
と
の
連
携
も
一
つ
の
重
層
的
支

援
だ
と
思
う
。ま
た
、町
で
は
今
年
度

新
た
に
、重
層
的
に
業
務
を
行
う
た

め
経
営
責
任
者
を
置
い
た
。

　
４
、５
年
で
人
事
異
動
す
る
行
政

職
員
の
知
識
だ
け
で
は「
あ
れ
も
こ

れ
も
」は
で
き
な
い
。重
層
的
に
業
務

を
行
う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
は
、民

間
で
も
よ
い
の
で
は
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
関
し
、民
間

の
力
を
借
り
、協
働
で
行
っ
て
い
る
の

が
実
情
。今
後
新
た
な
展
開
を
、私
も

大
き
く
期
待
し
て
い
る
。
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杉野杉野
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的
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、
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的
事
業
は
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的
相
談
支
援
体
制
か
ら

着
手
し
た
い

福
祉
課
長
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の
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方
改
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●
教
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動
の
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駅
で
駐
輪
禁
止
の
場
所
に
、駐
輪

し
て
い
る
自
転
車
へ
の
対
応
は
。　

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
業
務

で
駐
輪
場
の
清
掃
と
自
転
車
の
整
理
、

通
路
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
自
転
車

の
移
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
マ
ナ
ー
違
反
の
自
転
車
に「
こ
こ

は
駐
輪
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。駐
輪

場
に
お
止
め
く
だ
さ
い
。ほ
か
の
方

が
迷
惑
し
て
い
ま
す
よ
」と
書
い
た

紙
を
貼
っ
て
い
る
の
か
。

　
行
っ
て
い
な
い
。

　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
止
め
る
の

は
ダ
メ
だ
と
思
う
が
、駐
輪
場
を
増

や
せ
な
い
か
。

　
現
状
あ
る
駐
輪
場
を
少
し
で
も
使

い
や
す
い
よ
う
に
、今
後
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
第
６
次
総
合
計
画
に
あ
る
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
偏
差
値
が
、最
も

低
い「
多
様
性
と
寛
容
性
」の
視
点
か

ら
、町
の
施
設
の
在
り
方
や
道
路
環

境
を
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

　　
町
の
い
い
所
の
一
つ
に
快
適
性
、便

利
さ
が
あ
る
。駅
を
降
り
て
、自
転
車

が
乱
雑
に
置
い
て
あ
る
景
観
は
マ
イ

ナ
ス
指
標
。人
口
が
増
え
、町
が
活
気

づ
い
た
こ
と
は
非
常
に
う
れ
し
い
が
、

公
共
施
設
や
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
不
足

は
認
め
ざ

る
を
得
な

い
。本
当
に

い
い
ま
ち

づ
く
り
に

努
め
た
い
。

宮﨑宮﨑宮﨑

宮﨑

都市計画課長都市計画課長

町長 都市計画課長

施
設
の
在
り
方
や
道
路

環
境
を
ど
う
考
え
る
か

本
当
に
い
い
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
た
い

町
長　

多
額
の
公
費
投
入
が
必
要
に
な
る

九
州
大
学
農
場
跡
地
取
得
に
つ
い
て
、

本
年
４
月
に
九
州
大
学
跡
地
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
報
告
が
あ
っ
た
。そ

の
中
で
九
大
農
場
跡
地
構
想
３
案
の

提
示
が
あ
っ
た
が
、都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
基
本
構
想
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
公
共
公
益
施
設
の
提

案
は
な
い
の
か
。

　
今
検
討
中
の
3
案
は
住
宅
、商
業
、に

ぎ
わ
い
交
流
な
ど
の
大
き
な
ゾ
ー
ン
を

区
分
け
し
、示
し
た
も
の
だ
。こ
の
ゾ
ー

ン
の
中
の
詳
細
を
詰
め
る
段
階
で
、必

要
な
施
設
の
把
握
、検
討
に
つ
い
て
は

事
業
協
力
者
と
協
議
を
す
る
予
定
だ
。

　
大
規
模
な
公
共
施
設
は
想
定
さ
れ

て
い
な
い
。本
当
に
ど
の
よ
う
な
公

共
施
設
が
要
る
の
か
、町
と
県
に
調

査
を
か
け
て
、必
要
な
公
共
施
設
が

あ
れ
ば
、洗
い
出
し
を
し
て
い
き
た
い
。

　
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
も
せ
ず
、九

大
農
場
の
取
得
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
が
、必

要
な
公
共
施
設
は
、ま
だ
明
確
に
で

き
て
い
な
い
状
況
だ
。

　
協
議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、令

和
８
年
に
土
地
利
用
構
想
図
の
修
正

と
策
定
が
行
わ
れ
、町
民
へ
の
情
報

公
開
、意
見
公
募
な
ど
町
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。土

地
利
用
構
想
あ
り
き
に
な
ら
な
い
か
。

住
民
に
対
す
る
説
明
、周
知
は
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
は
跡
地
区

域
の
行
政
区
の
代
表
の
方
に
入
っ
て

も
ら
い
、地
元
地
域
の
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。公
募
に
よ
る
事
業
協

力
者
が
決
定
し
、事
業
計
画
を
詰
め

て
い
く
際
に
は
説
明
会
を
行
う
こ
と

も
考
え
て
い
る
。
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都
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計
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本
年
度
、施
政
方
針
に
は
高
齢
・
障

が
い・こ
ど
も
・
生
活
困
窮
な
ど
の
複

雑
化
、複
合
化
し
た
地
域
生
活
課
題

に
対
し
、分
野
を
超
え
た
重
層
的
支

援
体
制
の
整
備
を
進
め
る
と
あ
る
。

現
在
、ど
う
い
う
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
の
か
。具
体
的
な
事
業
は
。

　
令
和
９
年
度
か
ら
の
確
立
に
向
け
、

準
備
期
間
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。属
性
や
世
代
を
問
わ
ず
、包

括
的
相
談
支
援
体
制
の
整
備
か
ら
着

手
し
た
い
。

　
昨
年
出
さ
れ
た
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
の
請
願
が
き
っ
か
け
と

な
り
、重
層
的
支
援
の
話
が
起
こ
っ

て
き
た
の
か
。

　
関
連
は
な
か
っ
た
が
、今
後
は
関

連
し
て
く
る
分
野
と
な
る
と
思
う
。

基
幹
相
談
も
重
層
的
支
援
の
相
談
事

業
の
中
に
、相
談
機
関
の
一
つ
と
し
て

入
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の
で
、前
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に
取
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組
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で
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。
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と
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観
点
で
は
、
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舎
内
に
は
そ
の
よ
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な
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が
多

く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。住
民
福
祉
部

だ
け
の
話
で
は
無
い
と
思
う
が
。

　
今
ま
で
の
行
政
組
織
は
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の
組
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が
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に
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に
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も
よ
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。
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ま
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に
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間

の
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を
借
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で
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の

が
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挑む議会に、挑む町
民の声を！

粕屋町の未来を共にカタチ創る
パートナーを求めています
粕屋町の未来を共にカタチ創る
パートナーを求めています 20名

募集！！

皆さまのご応募を
お待ちしています

！

・議会の傍聴(ネット配信 視聴可能）
・各種広報への意見(議会だより・ＳＮＳ)
・意見交換会の参加 など 
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・議会の傍聴(ネット配信 視聴可能）
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